
                                     
 
 
 
 
 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 

 

                     

                                     

     
 
 

                                       

     
 

        
 

                        

 ◎ 行事 ※学級 ☆ グループ活動 の予定（4月１６日～５月１５日） 

◎自治会和田支部総会  21 日(火) 

◎和田地区社協総会   24 日(金) 

◎周南市長選・市議補選 26日（日） 

◎春の福祉まつり     29 日(水) 

◎和田の里づくり 

推進協総会    8日（金） 

☆コーラス             27、11 日 

☆スマイルクラブ      22、13 日 

☆書道教室         18、2・9 日 

☆ＮＦＣ            16、7・14 日 

☆和田空手スポ少 16・30、7・14 日 

☆あみもの             20 日 

☆ケーキ教室           27 日 

 

高瀬の旬をクィーン祭 ４月 19 日（日） 

午前 8時 30 分～於 高瀬サンスポーツランド周辺 

 

            

    
 

  

☆ピンポン          18・25、2・9 日 

☆健康体操(ｸﾞﾘｰﾅリ)      20、11 日  

☆パン教室               12 日 

☆フラワーアレンジメント       19 日 

自主講座の新規会員募集中 

（一緒に学びませんか） 
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チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
｜ 

と 

き 

5
月
調
整
中 

 

10
時
～ 

と
こ
ろ  

 

和
田
公
民
館 

内 

容 

「
野
菜
と
お
花
を
植
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
」 

講 

師 
 

Ｊ
Ａ
周
南
営
農
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

参
加
料 

無
料 

 

あ
け
ぼ
の
学
級 

と 

き  

５
月
22
日
（
金
）
10
時
～ 

と
こ
ろ 

和
田
公
民
館 

内 

容 
 

開
講
式 

 

 
 

 

「 

交
通
事
故
防
止
と
詐
欺
防
止
」 

行事に参加し、高瀬の旬を味わいませんか 

 行事では、８８ヶ所巡りを復活し、もちまき大会を昨
年に続き２回（11時 15時）行います。もちつきの体験
コーナーやゲームなど、もりだくさんの内容となってい
ます。バザーでは、地元特産品が並びますので、高瀬の
春を満喫しませんか。 

子
育
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク 

 
 
 
 

  講 

師  

周
南
警
察
署
職
員 

＊ 
お
米
一
合
お
願
い
し
ま
す
。 

  

と 

き 
５
月
27
日(

水)

10
時
～ 

と
こ
ろ 

 

和
田
公
民
館 

内 

容  

開
講
式 

「
子
育
て
っ
て
大
変
よ
ね
」 

講 

師 

市
保
健
師  

 
 
 
 
 
 
 

参
加
料 

無
料 

 
 

            

主
催
学
級
五
月
開
講 

支
所
・
公
民
館
駐
車
場
に
あ
る 

老
松
を
剪
定 

地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に 

子
育
て
フ
リ
｜

ト
｜

ク 

 

れい明 

第
24
回 

春
の
福
祉
ま
つ
り 

 

日
時 

4
月
29
日
（
水
曜
日
祝
日
） 

 
 
 
 
 

10
時
～
（
小
雨
決
行
） 

 

場
所 

福
寿
荘
＆ 

つ
く
し
園
広
場 

 

主
催 

若
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 

内
容 

バ
ザ
ー
、
演
芸
大
会
（
三
味

線
・
民
謡
、
舞
踊
、
吹
奏
楽
、

カ
ラ
オ
ケ
等
）
、
最
後
は
も

ち
ま
き 

 

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

・・森と湖のグリーンシャワーの里・・ 

 

“
高
瀬
の
旬
で
お
も
て
な
し
” 

 

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

公
民
館
に
自
販

機
導
入 

 

 

大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
ま

せ
。 

 

 

樹
齢
約
80
年
と
も
言
わ
れ
る
黒
松

が
、
高
さ
や
枝
が
伸
び
、
通
学
路
、

電
線
、
電
話
線
、
バ
ス
の
運
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
、
剪
定
さ
れ
、
ス

ッ
キ
リ
と
し
た
姿
に
な
り
ま
し
た
。 

和田でも古木は少
ないとのこと。これ
からも、大事に見守
り育てましょう。 

公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て 

 

無
料
団
体
も
、
公
民
館
使
用
許
可

申
請
書
の
提
出
と
、
冷
暖
房
使
用
予

定
額
の
前
納
を
お
願
い
し
ま
す
。 



   
 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

            
 

 
 

                      

          
 
 
 

 

                           

 
 
 

 

   
 
 

 

                                 

                  
 

 

         
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

平
成
二
十
七
年
度
、
和
田
小
学

校
は
、
一
年
生
六
名
が
新
た
に
加

わ
り
、
児
童
三
十
二
名
、
教
職
員

十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
①
和
田
の
好
き
な

子
②
だ
れ
と
で
も
仲
良
く
す
る
子

③
つ
ね
に
進
ん
で
学
ぶ
子
④
こ
こ

ろ
も
体
も
元
気
な
子
を
「
め
ざ
す

児
童
像
」
に
掲
げ
、
保
護
者
の

方
々
・
地
域
の
方
々
の
願
い
に
応

え
る
べ
く
、
教
職
員
一
同
心
一
つ

に
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
少
人
数
の
学
級
の
よ

さ
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
皆
様

方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
児

童
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
引
き
出

し
、
ふ
る
さ
と
和
田
を
誇
り
に
思

う
、
自
信
に
満
ち
た
活
力
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
昨
年
度
同
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

校 

長 
 

 

山
野 

俊
江 

教 

頭 
 
 
 

大
谷 

道
毅(

転
入) 

一
年 

 
 
 
 
 

重
國 

尚
美 

二
年  

 
 
 

片
田 

芳
枝 

三
・
四
年 

 

高
橋 

直
子 

五
・
六
年 

 

伊
勢
本 

健 

養
護
教
諭 

 

石
村 

 

祥
子 

主 
 

事 
 

小
田 

美
鈴 

非
常
勤
講
師 

 

内
山 

麻
由
美 

図
書
指
導
員 

井
上 

愛
梨 

 

 

 ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
豊
か
な
心

と
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
た

和
田
っ
こ
の
育
成 

教
育
目
標 

夢
の
実
現
を
目
指
し
、 

地
域
を
愛
し
、 

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く 

生
徒
の
育
成 

 

            
 

          

 

今
年
度
は
生
徒
数
29
名(

一
年
8

名
、
二
年
8
名
、
三
年
13
名)

で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
の
重
点
取
組
事
項
で
す
。 

一 

地
域
の
教
育
力
（
小
中
・
地
域

連
携
、
交
流
）
を
活
用
し
、
生
徒

の
自
尊
感
情
の
高
揚
を
図
る
。 

二 

学
力
向
上
を
目
指
し
た
授
業
づ

く
り
と
家
庭
学
習
の
習
慣
化
へ
の

連
動
・
強
化
。 

三 

豊
か
な
心
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
も
ち
、
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
し
、
人
に
感
謝
で
き
る
生
徒

の
育
成
。 

四 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
体
力

向
上
を
図
り
、
粘
り
強
く
自
己
の

可
能
性
を
追
求
し
、
自
己
決
定
で

き
る
生
徒
の
育
成
。 

 
 

 

校 

長 
 
 

森
原 

 

清 
 

 

教 

頭 
 

岡
﨑 

好
治 
 

教
務
主
任 

幡
部 

 

泰
久 

 

一 

年 
 

立
石 

友
子 

一
年
副 

 

藤
井 

健
一(

転
入
） 

二 

年 
 

久
保 

貴
由 

 

二
年
副 

 

幡
部 

 

泰
久 

三 

年 
 

中
村 

迪
子 

三
年
副 

 

阿
部 

敦
美 

養
護
教
諭 

手
嶋 

 

美
月 

事
務
主
任 

寺
田 

順
江 

講 

師 
 

清
家 

律
子 

図
書
館
指
導
員 佐

古 

清
恵 

  
 

 
 

 

 

和
田
小
学
校 

和
田
中
学
校 

 
 

 
 

              

 

私
こ
と
、
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し

て
、
周
南
市
役
所
を
定
年
退
職
い
た

し
ま
し
た
。
二
年
間
と
い
う
短
い
期

間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
公
務
員
生

活
の
最
後
を
有
終
の
美
で
飾
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
和
田
の
人

情
豊
か
な
方
々
の
お
蔭
と
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

    平成２7年度      地域で守ろうたくましい和田っ子 

 

○
周
南
市
空
手
道
連
盟
杯
大
会 

 
 

小
学
一
年
女
子
の
部 

【
形
個
人
の
部
】 

 

敢
闘
賞 

藤
井
紗
夢
（団
地
西
） 

【
組
手
個
人
の
部
】 

 
 

2
位 

 

藤
井
紗
夢
（団
地
西
） 

 

小
学
4
年
男
子
の
部 

【
組
手
個
人
の
部
】 

 

敢
闘
賞 

原
田
晃
羽
（殿
明
） 

中
学
1
年
女
子
の
部 

【
組
手
個
人
の
部
】 

 

3
位 

 

原
村
百
那
（団
地
東
） 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

和田の人口の動き 

平成 27年 4月 1日現在 

世帯数 672 世帯(+2） 

人口  1,453 人(-8) 

うち男  706 人(-5) 

うち女  747 人(-3) 

65 歳以上の人口 

        636 人(±0) 

（）内は対前月比 

新
和
田
公
民
館
主
事 

 
 
 
 
 
 
 

前
田
日
出
夫 

四
月
よ
り
和
田
公
民
館
主
事
（
嘱 

託
）
と
し
て
、
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
和
田
地
区
は
自
然

豊
か
で
歴
史
文
化
が
あ
り
地
域
の

方
々
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
和
田
の
文
化
や
暮
ら

し
を
学
び
な
が
ら
公
民
館
の
目
的
で

あ
る
「
地
域
の
学
習
支
援
」
や
「
地

域
づ
く
り
」
に
対
し
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

新
和
田
支
所 

阿
部
俊
二 

 

四
月
よ
り
再
任
用
職
員
と
し

て
、
皆
様
方
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

和
田
に
は
、
ほ
た
る
を
見
に
来

て
、
学
校
の
体
育
館
の
裏
の
ほ
た

る
の
舞
う
姿
に
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
行

事
の
裏
方
と
し
て
、
皆
様
の
お
役

に
た
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
和
田
支
所
兼
公
民
館
長 

 
 
 
 
 
 
 

山
田
良
雄 

四
月
一
日
よ
り
新
南
陽
総
合
支

所
市
民
生
活
課
か
ら
和
田
支
所
に

異
動
し
着
任
し
ま
し
た
。 

 

和
田
地
区
の
皆
様
に
は
常
日
頃

か
ら
公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

地
域
と
の
連
携
、
振
興
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

前
和
田
支
所
兼
公
民
館
長 

 
 
 
 
 
 
 

原 

成
伸 

 

総
会
の
ご
案
内 

前
和
田
公
民
館
主
事 

松
本
紀
子 

 

平
成
二
十
二
年
か
ら
五
年
間
地

域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
家
の
事
情
に
よ
り
退

職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

公
民
館
勤
務
の
経
験
を
活
か
し
、

今
後
共
、
又
、
和
田
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
健

康
と
和
田
地
区
の
益
々
の
ご
発
展

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
和

田
地
区
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【
自
治
会
連
合
会
和
田
支
部
、
環
境

衛
生
自
治
会
和
田
支
部
、
和
田
地
区

自
主
防
災
協
議
会
、
和
田
土
地
改
良

推
進
協
議
会
】 

日
時
４
月
21
日(

火)

13
時
30
分
～ 

場
所 

和
田
公
民
館 

 【
和
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
】 

日
時 

４
月
24
日(

金)

10
時
～ 

場
所 

和
田
公
民
館 

 

支
所
公
民
館
の
異
動
紹
介 

 

前
和
田
支
所 

椎
木
博
行 

昨
年
和
田
支
所
に
勤
務
と
な
り
、

一
年
と
い
う
短
い
お
付
き
合
い
で
し

た
が
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
、
つ
く
し

園
に
勤
め
ま
す
の
で
、
今
後
も
和
田

地
区
の
一
員
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 


